
令和５年度むかわ町鵡川厚生病院運営協議会（第３回）

１ 日 時 令和６年２月２８日（水） １５時００分～１６時０５分

２ 場 所 むかわ町産業会館第１会議室

３ 委員の出欠

毛 利 好 隆 出席

野 宮 誠 欠席

沼 田 智 明 出席

前 田 幸 男 欠席

古根川 隆 子 欠席

木 澤 省 司 出席

宮 崎 晴 美 欠席

佐 藤 博 征 出席

鍋 城 弥 生 欠席

４ 説明のため出席した事務局職員

保険介護課 課長 菅 原 光 博

同 介護Ｇ 参事 今 井 喜代子

同 保健Ｇ 主幹 高 橋 佳 香

（オブザーバー）

町国保穂別診療所 事務長 長谷山 一樹

５ 指定管理者

北海道厚生連事業推進部 係長 井 上 亘

むかわ町鵡川厚生病院 院長 越 智 勝 治

事務長 工 藤 和 寛

看護管理科長 内 海 郁 江

６ 協 議 （１）むかわ町鵡川厚生病院経営強化プラン（案）について

（２）答申書（案）について

７ 答 申 町へ公立病院経営強化プランに対する答申書を提出



７ 議事の概要

発言者 発 言 内 容

菅原課長 開会

毛利会長 あいさつ（省略）

毛利会長 協議事項について事務局より説明願います

菅原課長 むかわ町鵡川厚生病院経営強化プラン（案）について説明

毛利会長 協議事項について、質問・意見を受けたいと思います。

木澤委員 今回、高齢者保健福祉計画のパブコメと公立病院経営強化プラン、同時期に二つ

の計画が示された。町民にとって、これを理解したうえで意見を書くのは大変だと

思う。時期に配慮があっても良かったのではないか。

７割を占める町外病院の受診者について、今後どのように厚生病院の受診につな

げていくかがポイントとなるのでは。

町としても厚生病院受診の経営に対し、危機感を持ってPRする取り組みが必要で

はないか。

菅原課長 今回については、２つの計画策定のタイミングが重なったことから、パブコメに

ついても同時期になってしまった。次回は、町民に分かりやすい実施方法について

検討する。

最近では、地域包括ケア病床のニーズが増えていることもあり、ケア病床の増床

が一つのポイントととなる。

また、まちの身近な病院として、高齢化が進む中、通院しやすい環境を整える必

要がある。

プランを策定して終わり出ではなく、町民へのPRなど、側面的な支援についても

引き続き進めていまいりたい。

また、プランの中でもふれているが、町で進めているデジタル化についても、研

究していく必要がある。例えばラインを活用した予約システムですとか外部の支援

を受けながら協力していきたい。

毛利会長 その他ご意見なければ、計画の案について、承認することでよろしいですか。

各委員 承認する。

毛利会長 それでは、ご承認いただきましたので、答申（案）を事務局で作成するまで休憩

とします。

毛利会長 再開いたします。先ほどのご意見を踏まえて答申（案）が作成されましたが、

いかがでしょうか。

１２月の定例会及び本日のご意見を踏まえて作成されているかと思います。

このような（案）でよろしいでしょうか。

各委員 よろしいです。



毛利会長 ご承認いただきましたので、この答申書を町長へ提出すこととします。

毛利会長 答申書について読み上げのうえ、提出。

藤江支所長 代理受理のうえ、答申書及びこれまでの審議に対するお礼。

毛利会長 その他について事務局からは何かありますか。

事務局 特にございません。

毛利会長 そのほか皆さんからは何かありますか。

佐藤委員 レセプトデータを見ると、むかわ町民の２８％厚生病院受診、５７％は苫小牧市

内の病院受診となっているが、厚生病院の受診をあげる努力はしているか。

受診の内容は把握しているか。

高橋主幹 苫小牧市内の受診者については、専門科（眼科、耳鼻科、皮膚科等）が多くなっ

ている。町の中の医療機関でということになると、内科の関係で定期通院している

患者を厚生病院へ誘導するということになるかと思う。

佐藤委員 まずは、厚生病院を受診してもらう環境作りが必要。

菅原課長 やはり受診しやすい環境という意味では、送迎の問題についても検討していく必

要がある。また、苫小牧で入院した後の在宅につなぐ厚生病院への入院、こういっ

た連携についても、厚生病院では取り組んでおり、今後も引き続き進めていくこと

となるかと思う。

毛利会長 そのほか何もなければ、終わらせていただきます。本日はありがとうございまし

た。

（閉会）


